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これと関わりがあるが､今回はこれについてふれなかった｡三木酒 『哲学ノー ト』(新潮社 1957
年)に収録されている ｢道徳の理念｣がこの区別を論じている｡
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(W73)と問いかけ､｢情熱､責任感､判断力の三つの資質｣がとくに重要だとしている｡
これら三つの資質はどう関係するのであろうかC｢情熱は､それが仕事への奉仕として､
責任性と結びつき､この仕事に対する責任性が行為の決定的な規準となった時に､はじめ
て政治家をつくり出す｡そしてそのためには判断力が必要である｡すなわち精神を集中し
て冷静さを失わず､現実をあるがままに受け止める能力､つまり事柄と人間に対して距離
を置いて見ることが必要である｣(W74)｡しかし､ここに行為の悲劇的構造が介入してく
る.いくらある意図をもって政治的行為をおこなおうとしても､その最終結果が､最初の
意図とはひどく食い連い､しばしば正反対のものになってしまう.だが､ヴェ-バーはい
うO｢しかしそうだからといって､行為にとって内的な支柱が必要である以上､この本来
の意図､つまりある事柄への奉仕などなくても､ということにはならない｣(W76)｡最初
の意図から食い違うからといって､政治的行為を断念してしまうというのであれば､それ
は政治家としては職務放棄ということになろう｡また､権力を握っていることに宮びを感
じて､意図もなくただ権力を行使するだけであれば､これもまた政治家としては不適格で
あろう｡つまり､何が結果として引き起こされようが､その結果を自らの責任において引
き受け､自分の本来の意図を貫き通そうとする仕事への情熱､これがヴェ一バーが考える
政治家の姿であるだろう｡本来の意図を実現する場合､その手段が必要である｡それは行
為であり､とりわけ政治の場合､それは権力行使と暴力をともなっている｡ヴェ-バーは
そこには ｢悪魔の力 (diabolischeM畠cht)｣が潜んでいるという｡政治にタッチする人間は､
その ｢悪魔の力｣と契約を結ぶのである (vgl.W82,85)｡自己顕示欲､虚栄心の強い人間
は､その ｢悪魔の力｣に誘惑されて､それにおぼれてしまう｡｢悪魔の力は情け容赦のな
いものである｡もし行為者にこれが見抜けないなら､その行為だけでなく､内面的には行
為者自身の上にも､当人を無惨に滅ぼしてしまうような結果を招いてしまう｡｣(W86)0
この ｢悪魔の力｣と契約を結びながら､それを見抜く九 すなわち､判断力が必要となる
であろう｡その力は､さきほど､｢精神を集中して冷静さを失わず､現実をあるがままに
受け止める能力､つまり事柄と人間に対して距離を置いて見ること｣と言われた｡判断力
は､単に､冷静になって先を見通す力のことではない｡先を見通すことができるのであれ
ば､そもそも悲劇など起こらないはずである｡そうではなく､情け容赦ない悪魔の力を見
抜くのであるから､政治的行為にともなう権力行使や暴力の姿を真正面から見据えるもの
でなければならない.さもなければ､心情の法の意識のように､主観的な理想に酔った夢
想家になりはてるだけである｡したがって､ここで言われる判断力とは､現実を見つめ､
自分の行為の行く末をどこまでも見据えようとする力のことである｡その点で判断力は､
その行為の結果をみずから引き受けようとする責任感と結びついている｡しかし､仕事へ
79
の燃えるような情熱と冷静な判断力とはまったく対極にあるようなものである｡この両者
が一人の人間のなかでどのように結びつきうるのか.ここに政治家にとっては､｢政治的
人格の強靭さ｣(W.74)が求められることになる｡一方で仕事への激しい情熱を燃やし､
他方で現実を冷静に見据え､いくらその行為の結果が無惨なものに終わろうとも､それに
めげない強さをもった判断力､この二つが強靭な人格のなかで統一されているのである｡
｢修練によって生の現実に耐え､これに内面的にうち勝つ能力をもっこと､これだけは何
としても欠かせない条件である｣(W.86)｡こうして ｢政治とは､情熱と判断力の二つを駆
使しながら､堅い板に力をこめてじわっじわっと穴をくりぬいていく作業である｡･･･
自分が世間に対して捧げようとするものに比べて､現実の世の中がどんなに愚かであり卑
俗であっても､断じて挫けない人間Cどんな事態に直面していも｢それにもかかわらず !｣
と言い切る自信のある人問｡そういう人間だけが政治への天職 (Beruf)をもつQ｣(W.88)
とヴェ-バーは結論するCしかし､このヴェ-バーの議論は､単に政治の顔域だけにはと
どまらないであろう｡たしかに通常の行為は､｢悪魔の力｣と呼ばれるほどの強い力をも
つものではないにしても､現実世界になんらかの作用を及ぼすものであるCそして､行為
者の思惑を越えて､その作用の効果は及んでいく｡ときにはその作用は､行為者自身を滅
ぼしてしまうかもしれない｡そういう意味では行為はやはりある種の悪魔的な力をもつに
ちがいない｡この点で､ヴェ-バーの述べている責任や判断力の議論は､政治の領域を越
えて､より普遍性をもつのではないだろうか｡
むすび
われわれがもともと思い描いていた主観的な意図は､いったん行為を通して実現される
と､いやおうなく､もともとの意図とは違ったものとなってしまう｡小論では､行為に宿
命的に伴うそういう悲劇的構造を取り扱ってきたC第一一章から第三車まではその構造自体
を明らかにし､第四章では､こういう構造がなりたつとすれば､われわれ人間は､それに
対してどのように対処すべきかを､さぐってみた｡小論のむすびとして､ここでそれをま
とめておこう｡
｢人間は自然本性上､政治的動物｣18であり､人間社会を形成してそのなかで他の人問と
関わりながら生きている｡そのなかで､ある人間が一つの意図をもって行為をなすことは､
18この言葉はアリストテレスによる｡拙論 ｢教養の理念をめぐって｣(京都大学文学部哲学研究室
紀要 rpROSPECTUS』No.1(1998)に収録)71貢参照｡
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他の人間､社会全体になんらかの結果をもたらすということである｡その最初の意図が､
その通りに行為において実現されることはまずありえない｡最初の意図が十分伝わらない
こともあるだろうし､思いがけない結果を巻き起こすこともあるかもしれない｡あるいは､
誤解されたり､かんちがいされたりする｡そうだとすれば､そこにいくつかの選択肢が現
れることになるだろう｡行為者はもはや行為を断念してしまい､現実に踏み出すことをや
めてしまう｡あるいは､思い通りにならないのなら､最初から意図をもっことをやめてし
まう｡あるいは､意図をもって始めるとしても､それをやりっぱなしにする｡しかし､こ
れらの選択肢のどれをとってみても､そこには､ヴェ一バ一一のいうような､仕事への情熱
も､責任感もない｡これらをもった人間であろうとすれば､自分の本来の意図を実現しよ
うとして､行為のもつ悪魔的な力と契約を結び､その行為の結果をもみずからに引き受け
なければならないであろう｡しかし､行為の結果はいやおうなく悲劇的である｡そういう
現実を見据える冷静な判断力こそが､そこにおいてもっとも必要とされる｡たしかに判断
力は､行為の結果をすべて見通す力はもちえないかもしれない｡しかしながら､人間の知
は有限である以上､すべて見通せると考える方が､むしろ倣憎であるOまた､人間は限り
ある生命の所有者でしかない以上､その行為の結果の責任を永遠に引き受けることはでき
ないはずである｡判断力は､みずからの知の限界内で､行為が引き起こす結果を予見しよ
うとする力であることはもちろんだが､たんにそれだけにとどまらず､行為が予想外の結
果を引き起こしても､それに動ぜず､それを引き受けるだけの人格の強靭さ､つまりは､
その人間の教養の力を含むのである19｡
現代社会は､先を見通すことの困難な時代である｡そのなかに生きて､われわれ人間は､
行為を通して､社会に対してさまざまな結果を生みだしているoその結果は､思いもよら
ぬものとなっていく｡このような行為に宿命的に伴う悲劇的構造をわれわれはしっかりと
見据えて､それをひきうけていかなければならないだろう｡
(京都工芸繊維大学 ･大阪学院大学 ･神戸大学非常勤講師)
19小論は､前掲の拙論で論じられた ｢実践的判断力としての思慮｣の問題を引き継いで､別の視
点から展開させたものである｡
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